準安定β型チタン合金の微細組織に与える大ひずみ加工の影響 by JIANG Baozhen & 姜 保真
Effect of Severe Plastic Deformation on











氏 名           JIANG Baozhen  
学 位 の 種 類             博 士 （工学） 
学 位 記 番 号          博 甲 第   ７５５２  号 
学位授与年月日          平成２７年 ９月２５日 
学 位 授 与 の要 件          学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科          数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 
Effect of Severe Plastic Deformation on Microstructure in Metastable β - Ti Alloys (準安定β型
チタン合金の微細組織に与える大ひずみ加工の影響) 
主   査       筑波大学教授   Ph.D.   土谷浩一 
副   査       筑波大学教授  工学博士   目 義雄 
副   査       筑波大学教授  工学博士    金 熙榮 
副   査       物質・材料研究機構 博士（工学） 江村 聡 
 
 





























 次に 10 回転 HPT 加工を施した試料について異なる温度での 2 段階時効を加えた場合の微細組織と
力学特性の変化について調べた。第1段の時効を800℃、1時間に固定し、その後550℃〜700℃の種々
の温度で第 2段の時効を加えた。その結果、第 1弾の時効で比較的粗大なα相が析出し、その後の第 2

















 平成 27年 8月 27日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
